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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】他人の睡眠を妨げることを抑制しつつ、利用者
の起床を促すことができる起床装置及びカプセルベッド
を提供する。
【解決手段】起床装置１０は、利用者の体の下に配置さ
れる帯状部材ＢＬＴと、帯状部材ＢＬＴが上方に移動す
るように帯状部材ＢＬＴを巻き取る巻き取り部と、を備
える。また、起床装置１０は、帯状部材ＢＬＴの一端部
を設置面から離れた高さ位置ｈａにて支持する第１の支
持部材１２６ａと、巻き取り部を設置面から離れた高さ
位置ｈｂにて支持する第２の支持部材１２６ｂと、を更
に備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者の体の下に配置される帯状部材と、
　前記帯状部材が上方に移動するように該帯状部材を巻き取る巻き取り部と、を備えた起
床装置。
【請求項２】
　請求項１記載の起床装置において、
　前記帯状部材の一端部を設置面から離れた高さ位置にて支持する第１の支持部材と、
　前記巻き取り部を前記設置面から離れた高さ位置にて支持する第２の支持部材と、を更
に備え、
　前記巻き取り部が、前記帯状部材の他端部側を巻き取る起床装置。
【請求項３】
　請求項２記載の起床装置において、
　前記帯状部材を覆うカバーを更に備えた起床装置。
【請求項４】
　請求項３記載の起床装置において、
　前記帯状部材に取り付けられた被検出部材と、
　前記被検出部材を検出し、検出信号を出力する検出器と、
　前記検出信号に基づいて、前記巻き取り部の動作を制御する制御部と、を更に備えた起
床装置。
【請求項５】
　請求項４記載の起床装置において、
　前記被検出部材が、金属体であり、
　前記検出器が、近接センサである起床装置。
【請求項６】
　請求項５記載の起床装置において、
　前記金属体が、前記帯状部材が前記設置面に近づく方向に力を加える負荷となっている
起床装置。
【請求項７】
　請求項４又は５記載の起床装置において、
　前記帯状部材が前記設置面に近づく方向に力を加える負荷手段を更に備えた起床装置。
【請求項８】
　請求項７記載の起床装置において、
　前記負荷手段が、ゴム紐である起床装置。
【請求項９】
　利用者の体の下に配置される帯状部材と、
　前記帯状部材が上方に移動するように該帯状部材を巻き取る巻き取り部と、を備えたカ
プセルベッド。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、起床装置及びカプセルベッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、起床時刻の到来により、装置が作動し、利用者への体への刺激により
起床が可能となる起床装置付きベッドが記載されている。この起床装置付きベッドは、ベ
ッドに低速モータ及びタイマーが取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３０１２３９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、他人の睡眠を妨げることを抑制しつつ、利用者の起床を促すことができる起
床装置及びカプセルベッドを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的に沿う第１の発明に係る起床装置は、利用者の体の下に配置される帯状部材と
、
　前記帯状部材が上方に移動するように該帯状部材を巻き取る巻き取り部と、を備える。
【０００６】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記帯状部材の一端部を設置面から離れた高さ位置にて支持する第１の支持部材と、
　前記巻き取り部を前記設置面から離れた高さ位置にて支持する第２の支持部材と、を更
に備え、
　前記巻き取り部が、前記帯状部材の他端部側を巻き取ることが好ましい。
【０００７】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記帯状部材を覆うカバーを更に備えることが好ましい。
【０００８】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記帯状部材に取り付けられた被検出部材と、
　前記被検出部材を検出し、検出信号を出力する検出器と、
　前記検出信号に基づいて、前記巻き取り部の動作を制御する制御部と、を更に備えるこ
とが好ましい。
【０００９】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記被検出部材が、金属体であり、
　前記検出器が、近接センサであってもよい。
【００１０】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記金属体が、前記帯状部材が前記設置面に近づく方向に力を加える負荷となっていて
もよい。
【００１１】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記帯状部材が前記設置面に近づく方向に力を加える負荷手段を更に備えた起床装置。
【００１２】
　第１の発明に係る起床装置において、
　前記負荷手段が、ゴム紐であってもよい。
【００１３】
　前記目的に沿う第２の発明に係るカプセルベッドは、利用者の体の下に配置される帯状
部材と、
　前記帯状部材が上方に移動するように該帯状部材を巻き取る巻き取り部と、を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、他人の睡眠を妨げることを抑制しつつ、利用者の起床を促すことがで
きる起床装置及びカプセルベッドを提供できる。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る起床装置の斜視図である。
【図２】同起床装置が有する駆動制御装置を示す説明図である。
【図３】同起床装置が有する駆動制御装置の内部構造を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　続いて、添付した図面を参照しつつ、本発明を具体化した実施の形態につき説明し、本
発明の理解に供する。なお、図において、説明に関連しない部分は図示を省略する場合が
ある。
【００１７】
　本発明の一実施の形態に係る起床装置１０は、図１に示すように、フレーム１２、帯状
部材ＢＬＴ、及び駆動制御装置１４を備えている。
　フレーム１２は、第１～第３のフレーム部材１２１、１２２、１２３並びに第１及び第
２の支持部材１２６ａ、１２６ｂを有し、第１～第３のフレーム部材１２１、１２２、１
２３の内側に寝具が敷かれる。
【００１８】
　第１のフレーム部材１２１は、一方向に延びる棒状の部材であり、利用者の頭部側に配
置される。
　第２のフレーム部材１２２は、第１のフレーム部材１２１の一端部から第１のフレーム
部材１２１が延びる方向と交差する方向に延びる棒状の部材である。
　第３のフレーム部材１２３は、第１のフレーム部材１２１の他端部から第２のフレーム
部材１２２が延びる方向に延びる棒状の部材である。
【００１９】
　第１の支持部材１２６ａは、第２のフレーム部材１２２の先端部に設けられ、起床装置
１０の設置面から離れた高さ位置ｈａにて、帯状部材ＢＬＴの一端部を支持できる。
　第２の支持部材１２６ｂは、第３のフレーム部材１２３の先端部に設けられ、起床装置
１０の設置面から離れた高さ位置ｈｂにて、駆動制御装置１４を支持できる。
【００２０】
　帯状部材ＢＬＴは、柔軟な帯状の部材である。帯状部材ＢＬＴは、平面視して、第１の
支持部材１２６ａから駆動制御装置１４の筐体１５２の下側の面に形成された孔Ｈ１（図
２参照）に向かって、第１のフレーム部材１２１と平行となるように延びている。なお、
ここに言う「平行」とは、厳密な意味での平行ではない。即ち、「平行」とは、設計上、
製造上の誤差が許容され、「実質的に平行」という意味である。具体的には、例えば、－
１０度～＋１０度の範囲内で帯状部材ＢＬＴが延びる方向と第１のフレーム部材１２１が
延びる方向とが交差していてもよい。
　帯状部材ＢＬＴは、利用者の体（例えば腰、大腿部、及び背中等）の下であって、敷か
れる寝具の下側に配置されることが好ましい。
【００２１】
　帯状部材ＢＬＴの表面は、保護カバー２２で覆われている。保護カバー２２は、内部を
帯状部材ＢＬＴが通る中空構造となっている。保護カバー２２の一方の側の端部は、平面
視して、第２のフレーム部材１２２に近接した位置（第２のフレーム部材１２２から例え
ば３０～１００ｍｍの位置）にある。保護カバー２２の他方の側の端部は、帯状部材ＢＬ
Ｔが通る駆動制御装置１４の孔Ｈ１を覆っている。
　従って、保護カバー２２により、帯状部材ＢＬＴの上面が直接寝具に接触することが抑
制される。また、保護カバー２２により、利用者の髪の毛等が帯状部材ＢＬＴに巻き込ま
れる可能性が低減される。
【００２２】
　保護カバー２２の一方の側の端部には、第２のフレーム部材１２２に一端部が固定され
たゴム紐（負荷手段の一例）２４ａが取り付けられている。また、保護カバー２２の他方
の側の端部より低い位置にある部分にも、第３のフレーム部材１２３に一端部が固定され
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たゴム紐２４ｂが取り付けられている。
　各ゴム紐２４ａ、２４ｂは、保護カバー２２を介して帯状部材ＢＬＴが起床装置１０の
設置面に近づく方向に力を加えることができる。
　帯状部材ＢＬＴの中央部よりも駆動制御装置１４の側の表面又は裏面には、円形状の薄
い第１の金属板（被検出部材又は金属体の一例）２０ａ及び第２の金属板（被検出部材又
は金属体の一例）２０ｂ（図２参照）が設けられている。
【００２３】
　駆動制御装置１４は、図２及び図３に示すように、巻き取り部１４２、モータ１４４、
モータ制御部（制御部の一例）１４６、設定部１４８、及び近接センサ１５０を有してい
る。なお、これら巻き取り部１４２、モータ１４４、モータ制御部１４６、設定部１４８
、及び近接センサ１５０は、前述の孔Ｈ１が形成された筐体１５２に収納されている。
【００２４】
　巻き取り部１４２は、設置面から離れた高さ位置であって、孔Ｈ１の上方に配置されて
いる。巻き取り部１４２は、第３のフレーム部材１２３（図１参照）が延びる方向に延び
る軸部ＡＸ（図３参照）を有している。軸部ＡＸには、帯状部材ＢＬＴの他端部が取り付
けられており、軸部ＡＸが回転することによって帯状部材ＢＬＴが巻き取られる。
【００２５】
　モータ１４４は、カップリング１４５を介して巻き取り部１４２の軸部ＡＸを回転させ
ることができる。モータ１４４には、減速機が内蔵されている。
【００２６】
　モータ制御部１４６は、モータ１４４に電気的に接続されている。モータ制御部１４６
は、モータ１４４を駆動するための駆動指令を生成するとともに、この駆動指令に基づい
てモータ１４４に駆動電流を出力し、モータ１４４を制御できる。従って、モータ制御部
１４６は、モータ１４４を介して巻き取り部１４２の動作を制御できる。
【００２７】
　設定部１４８（図２参照）は、モータ制御部１４６に電気的に接続され、予め設定され
た時刻にモータ１４４を動作させる指令を出力できる。設定部１４８は、時刻表示部１４
８ａ及び時刻を設定するための設定ボタン１４８ｂを有している。
【００２８】
　近接センサ（検出器の一例）１５０は、モータ制御部１４６に電気的に接続され、帯状
部材ＢＬＴに設けられた第１の金属板２０ａ及び第２の金属板２０ｂを検出できる。近接
センサ１５０は、第１の金属板２０ａ又は第２の金属板２０ｂを検出すると、検出信号を
出力する。
　ここで、第１の金属板２０ａは、帯状部材ＢＬＴを巻き取る量を制限する位置にて近接
センサ１５０によって検出されるように配置されている。また、第２の金属板２０ｂは、
帯状部材ＢＬＴが緩み、設置面に接触した初期位置にある状態で近接センサ１５０によっ
て検出されるように配置されている。
　従って、近接センサ１５０は、第１の金属板２０ａを検出することにより、帯状部材Ｂ
ＬＴが巻き取られる量を制限するリミッタとして機能する。また、近接センサ１５０は、
第２の金属板２０ｂを検出することにより、帯状部材ＢＬＴの初期位置に設定されたモー
タ１４４の原点位置を検出するための原点検出センサとしても機能する。
【００２９】
　次に、起床装置１０の動作方法について説明する。起床装置１０は、以下に示すステッ
プＳ１～ステップＳ５に従って動作する。
（ステップＳ１）
　帯状部材ＢＬＴが緩み、設置面に接触した初期位置にある状態（モータ１４４の回転位
置が原点位置となっている状態）において、利用者が、起床したい時刻を設定ボタン１４
８ｂ（図２参照）を用いて設定する。
　設定後、利用者が、帯状部材ＢＬＴの上に敷かれた寝具の上で就寝する。帯状部材ＢＬ
Ｔは、例えば利用者の腰の下であって、利用者が寝る寝具の下側に配置される。
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【００３０】
（ステップＳ２）
　設定された時刻になると、設定部１４８が指令（信号）を出力する。この指令は、モー
タ制御部１４６（図３参照）に入力される。モータ制御部１４６は、駆動指令を生成する
とともに、この駆動指令に基づいてモータ１４４に駆動電流を出力し、モータ１４４を駆
動する（正転させる）。モータ１４４が駆動されると巻き取り部１４２が回転し、矩形状
の孔Ｈ１を通る帯状部材ＢＬＴが巻き取られる。
　その結果、帯状部材ＢＬＴが全体として上方に移動し、帯状部材ＢＬＴによって、就寝
中の利用者の体が寝具とともに持ち上げられる。
【００３１】
（ステップＳ３）
　帯状部材ＢＬＴが更に巻き取られると、近接センサ１５０が帯状部材ＢＬＴとともに移
動した第１の金属板２０ａを検出し、検出信号を出力する。検出信号は、モータ制御部１
４６に入力され、モータ制御部１４６は、モータ１４４を逆転させる。モータ１４４が逆
転すると巻取り部１４２は巻き取った帯状部材ＢＬＴを送り出す。
　その結果、帯状部材ＢＬＴが全体として下方（起床装置１０の設置面に近づく方向）に
移動し、持ち上げられた利用者の体が降ろされる。
【００３２】
（ステップＳ４）
　帯状部材ＢＬＴが更に送り出されると、近接センサ１５０が帯状部材ＢＬＴとともに移
動した第２の金属板２０ｂを検出し、検出信号を出力する。検出信号は、モータ制御部１
４６に入力され、モータ制御部１４６は、モータ１４４の回転方向を変え、正転させる。
モータ１４４が正転すると巻き取り部１４２が回転し、矩形状の孔Ｈ１を通る帯状部材Ｂ
ＬＴが巻き取られる。
　その結果、再び帯状部材ＢＬＴが全体として上方に移動し、帯状部材ＢＬＴによって、
就寝中の利用者の体が寝具とともに持ち上げられる。
【００３３】
　以降、起床装置１０は、ステップＳ３及びステップＳ４（帯状部材ＢＬＴの巻き取り及
び送り出し）を繰り返す動作（以下、「起床動作」という。）を実行することにより、利
用者は体が上下に振られ、起床が促される。
【００３４】
　起床動作は、利用者を揺さぶるように小刻みに上下させる動作であってもよい。また、
起床動作は、モータ制御部１４６が、モータ１４４の回転量（巻き取り部１４２が帯状部
材ＢＬＴを巻き取る量及び送り出す量）を徐々に増加させ、時間経過とともに、利用者の
体を上下させる量を増大させる動作であってもよい。
　このような小刻みに上下させる起床動作や、上下させる量を徐々に増大させる起床動作
によれば、利用者をより快適に目覚めさせることができる。
【００３５】
　なお、帯状部材ＢＬＴには保護カバー２２が設けられているので、帯状部材ＢＬＴが上
下に移動することを繰り返しても、帯状部材ＢＬＴとの摩擦により寝具が傷むことが抑え
られる。また、保護カバー２２により、利用者の髪の毛等が帯状部材ＢＬＴに巻き込まれ
る可能性が低減される。
【００３６】
（ステップＳ５）
　利用者がボタン３０を押すと、帯状部材ＢＬＴは初期位置に移動し、帯状部材ＢＬＴの
巻き取り及び送り出しが停止する。ボタン３０が押されなかった場合には、予め決められ
た時間（例えば１分）が経過すると帯状部材ＢＬＴは初期位置に移動し、帯状部材ＢＬＴ
の巻き取り及び送り出しが停止する。
　なお、ゴム紐２４ａ、２４ｂが、保護カバー２２を介して帯状部材ＢＬＴが設置面に近
づく方向に力を加えているので、利用者が寝ておらず、利用者の体重による負荷が帯状部
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材ＢＬＴに加わっていない状態であっても帯状部材ＢＬＴは初期位置に戻される。
【００３７】
　このように、起床装置１０によれば、目覚まし時計のようにアラーム音を発することが
ないので、他人の睡眠を妨げることを抑制しつつ、利用者の起床を促すことができる。
　また、起床装置１０は、例えば、カプセルホテルの既存のカプセルベッドのような狭い
空間に収まるように設置することも可能である。
【００３８】
　なお、カプセルベッド自体が、起床装置１０の機能を有していてもよい。具体的には、
カプセルベッドが、利用者の体の下に配置される帯状部材と、帯状部材が上方に移動する
ように帯状部材を巻き取る巻き取り部と、を備えていてもよい。この場合、カプセルベッ
ドは、帯状部材の一端部を利用者が寝るベッド表面から離れた高さ位置にて支持する第１
の支持部材と、巻き取り部をベッド表面から離れた高さ位置にて支持する第２の支持部材
と、を更に備え、これら第１の支持部材及び第２の支持部材が、それぞれカプセルベッド
の内壁面の外側（壁面の内部）に設けられていることが好ましい。
【００３９】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明は、上記した形態に限定されるもので
なく、要旨を逸脱しない条件の変更等は全て本発明の適用範囲である。
　前述の実施の形態のステップＳ３及びステップＳ４においては、第１の金属板２０ａ及
び第２の金属板２０ｂが検出されることによって、モータ１４４の正転及び逆転の動作が
繰り返されていたが、予め決められた時間が経過したことが判断されることによって、モ
ータ１４４の正転及び逆転の動作が繰り返されてもよい。
【００４０】
　前述の実施の形態にて示した起床装置１０のフレーム１２に、床面へと延びる脚部を設
けることにより、例えば一般家庭やビジネスホテル等にて使用される既存のベッドに設置
することも可能である。
【００４１】
　負荷手段は、ゴム紐に限定されるものではない。すなわち、帯状部材が設置面に近づく
方向に力を加える負荷手段であれば任意でよく、他の負荷手段として、例えばコイルばね
や、帯状部材に取り付けられた重りが挙げられる。
　また、第１の金属板が予め決められた値以上の重量を有し、帯状部材が設置面に近づく
方向に力を加える負荷となっていてもよい。
【符号の説明】
【００４２】
１０：起床装置、１２：フレーム、１４：駆動制御装置、２０ａ：第１の金属板、２０ｂ
：第２の金属板、２２：保護カバー、２４ａ、２４ｂ：ゴム紐、３０：ボタン、１２１：
第１のフレーム部材、１２２：第２のフレーム部材、１２３：第３のフレーム部材、１２
６ａ：第１の支持部材、１２６ｂ：第２の支持部材、１４２：巻き取り部、１４４：モー
タ、１４５：カップリング、１４６：モータ制御部、１４８：設定部、１４８ａ：時刻表
示部、１４８ｂ：設定ボタン、１５０：近接センサ、１５２：筐体、ＡＸ：軸部、ＢＬＴ
：帯状部材、Ｈ１：孔
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